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論文内容の要旨
本研究は，生後 3 ， 4 カ月，体重 6 kg を基準に口唇形成術を施行する，いわゆる中期口唇形成治療システムに Hotz
床を併用した際の，同床の機能的，並び、に形態的な効果について検討したものである。 Margaret Hotz らによって









Hotz 床装着前と装着後の乳首圧迫圧と，吸畷圧を測定した。その結果乳首圧迫圧については Hotz 床装着前の
時点では，唇顎口蓋裂群は唇顎裂群，口蓋裂単独群より小さいものの，装着後はほぼ同様の圧を示した。乳首吸畷圧
については口蓋裂単独群と唇顎口蓋裂群は Hotz 床装着前はほぼ O であったが これら両群は装着後はともに大きく
圧が上昇し，改善が見られた。
B. 晴乳速度，晴乳量
初診時，唇顎口蓋裂群は晴乳量において同時期の唇顎裂群よりも少なく，晴乳速度に関しては，ほぼ 4 分の l であっ
たが Hotz 床装着後 2 週間目には唇顎裂群とほぼ同様の晴乳量，晴乳速度が得られるようになった。
c. 体重増加
口蓋形成術時期( 1 歳 3 カ月)までの体重の変化を観察した。その結果， Hotz 床を装着した群は従来患児に特徴
的といわれていた生後 2 ， 3 カ月の低体重と，生後 3 ， 4 カ月になってcatch up するというパターンが見られず，正
常児と近似した体重増加を示した。
2. 歯槽弓形態




以上より， Hotz 床は中期口唇形成治療システムにおける片側性唇顎口蓋裂治療において， feeding を中心とした機
能的評価においては， Hotz 床装着により唇顎口蓋裂は硬軟口蓋裂以上，少なくとも軟口蓋裂と同程度の機能的形態
に保持され，形態的評価においては，手術の早期化にも関わらず前後径，幅径共に大きい良好な形態が得られること
が明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
本研究は，片側性完全唇顎口蓋裂患者に対する中期口唇形成治療に Hotz 床を併用した場合の口腔の機能的，形態
的効果を検討したものである O
Hotz 床装着による唇顎口蓋裂患児の口腔の機能的効果は，乳首圧迫圧，吸畷圧，晴乳量，晴乳速度，長期的体重増
加を検討することにより，また形態的効果は，印象採得された上顎の石膏模型を用いて，歯槽弓形態を長期的に観察
することによって評価されている。
その結果，唇顎口蓋裂患児の口腔の機能は Hotz 床装着により少なくとも軟口蓋裂と同程度に保持されること，口
唇形成術の早期化にもかかわらず， Hotz 床を連続的に装着することにより，口蓋形成術時まで良好な歯槽弓形態が
保持されることを明らかにしている。
本研究は，唇顎口蓋裂患者の初回口蓋形成術術前治療に極めて有益な示唆を与えるものであり，本研究は博士(歯
学)の学位を得る資格があるものと認めるO
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